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フィンランドの社会科教育と教師教育の関連の特質
－ナショナルコアカリキュラム・教科書・ヘルシンキ大学の授業の分析から －
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概要：本研究の目的はフィンランドの社会科教育の特質と教師教育の関連を明らかにすることである。
フィンランドでは、2014年にナショナルコアカリキュラムが改訂された。学びを奨励するだけでなく、
必要な知識とスキルを保証することが示された。社会科教科書は、フィンランド社会に起こっている問
題についての討論を重視している。また、教員養成としての大学は、社会構成主義的なアクティブラー
ニングの講義が組み込まれている。フィンランドのコンピテンシーベースの教育は、わが国の資質・能
力を目指す新学習指導要領の社会科教育のあり方を考える上で多くの示唆を与える。
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Ⅰ はじめに
1　 研究の目的
本研究はフィンランドの社会科教育の動向と教

師教育の関連の特質を明らかにすることを目的と
する。

２　研究の背景と先行研究
わが国では小・中学校の社会科の目標は、グロー

バル化する国際社会を主体的に生きる公民的資質
の育成を目指している。新学習指導要領において、
資質・能力を重視し、主体的に社会の形成に参画
しようとする態度等の育成や、資料から読み取っ
た情報を基に社会的事象について考察し表現する
こと等、更なる充実を求めている。いかに学ぶか、
どのように学ぶか、どのように人生に役立てるか
という21世紀型スキルの育成や授業形態として
のアクティブラーニングが注目されている。
一方、本研究で取りあげるフィンランド共和国 

は、人口543万人、面積33.8万㎢で、公用語はフィ
ンランド語とスウエーデン語が話されている。　
表１は、フィンランドと日本の比較考察をした

ものである。フィンランドは、2003年のPISA1）

の学力テストで、読解力と数学リテラシー１位、
科学的リテラシー 3位となり注目されたが、2015

年も読解力について2位、科学的リテラシー 3位
と上位を維持している。特にフィンランドの特徴
として、社会科学習にも大きくかかわる「読解力」
が高い。（日本は上位を取り戻したが逆に読解力
は低い。）
2004年から10年経ち最近2014年にナショナル

コアカリキュラムが改訂された。しかしながら、
最近のフィンランドの教育の先行研究は、わが国
では2005年以降、ほとんど報告されておらず近
年また少しずつ研究が出てきているが、最近の
フィンランドの教育の動向は充分明らかになって
いない。わが国と同じく、改訂されて間もない新
しいナショナルコアカリキュラムに対応して、現
在フィンランドで
はどのような教育
が行われているの
か、社会科教育を
中心に大学の教師
教育との関連から
その特質を明らか
にし、わが国への
示唆を考察した
い。
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